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～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～

会長　八十島　幸雄

就任のごあいさつ
一般財団法人 福井県老人クラブ連合会

　平成29年６月、県老人クラブ連合会の役員改選に伴いまして、会長に就任いたしました。会員

の皆様には、日頃から県老人クラブ連合会の事業推進につきまして格別のご理解、ご協力をい

ただきまして厚くお礼申し上げます。

　老人クラブはこれまで地域の一員として健康づくりや友愛活動、生きがい活動などを通じ地域づくりを目指し取り

組んでまいりました。

　介護保険制度が改正され、平成27年度から３年間において要支援者への介護サービスの一部が各市町の事業へ

移行され、新地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合事業）として取り組んでいくことになっております。

　既に、多様な交流の場である｢サロン｣の開設などが市町の新地域支援事業として認められ活動しているところもあ

ります。

　実施計画の取りまとめがこれからの市町では、その協議の場に市町老連が積極的に参画して老人クラブが行う事

業（活動）について理解を求め、提案していくことが重要となっております。

　老人クラブが高齢者の在宅生活を支える事業に取り組むことにより、老人クラブ活動への理解が進み、｢１万人会

員増強運動｣の推進につながるものと考えております。

　今後とも、皆様方のご支援、ご協力をお願い申し上げますとともに、ますますご健康でご活躍されますことをご祈念

しまして就任のあいさつといたします。
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悪質業者は高齢者を狙っている！！
振り込め詐欺や悪質業者から身を守りましょう！

必要なければ、慌てず、はっきり
「いりません！」「お断りします」と伝え、電話を切りましょう！

儲け
話に
は

興味
あり
ませ
ん！

覚えがなければ

頼んでいません！

困ったときには一人で悩まず☎１８８（いやや）へご相談ください。

福井県消費生活センター
☎（0776）22－1102

嶺南消費生活センター
☎（0770）52－7830
嶺南センターは第3日曜日は休館

お金の話が出たら まず断って！

平成28年度相談より

「おかしいな」「困ったな」と思ったら、まずは消費生活センターへご相談ください

必要ないものは
いりません！

〇自宅に突然電話がかかってき
て、「電話代が安くなります」「イ
ンターネットが今より安くでき
ます」などと言って勧誘され、
とりあえず考えてみるつもりで
「はい」と答えたら契約が成立
してしまった。翌日解約しよう
と電話をしたが連絡がつかず、
電話代は安くならなかった。

〇近所で安くパンや日用品など
を配っているというので出かけ
ると、健康に関する楽しい話が
聞けた。毎日通っているうちに、
高額な健康器具や健康食品を勧
められ、今までいろいろ貰って
いたし、断り切れず購入してし
まった。

〇携帯電話に、覚えのない請求
のメールが突然届いた。「財産
を差し押さえる」「裁判になる」
などと書かれていてとても怖
い。確認したいと思い電話をし
たら、高額な請求を受けた。
しつこいので支払ったら、次々
請求が来るようになった。　

〇見慣れない商品が部屋の中に増えていないか。
〇お金に困っているような様子はないか。
〇あまり出かけない人が頻繁に外出したり、電話の
　頻度が増えたりしていないか。
〇見慣れない業者の出入りや、名刺・パンフレット
　などがないか。　

見守りポイント
〇「おかしいな？」と思ったら、本人に確認する。
〇消費者トラブルのようだと感じたら、本人ととも
　に消費生活センターに相談する。
〇気づいた時点ですぐに相談する。　

気づいた時の対処法
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Ⅰ
．基
本
方
針

老
人
ク
ラ
ブ
は
仲
間
づ
く
り
を
基
本
に
、
生
き
が
い
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
幅
広
い
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

高
齢
者
が
増
え
続
け
る
わ
が
国
は
、
要
介
護
者
の
増
加

や
高
齢
者
の
孤
立
、
消
費
者
被
害
な
ど
の
課
題
に
直
面
す

る
な
か
で
、
い
ま
各
市
町
で
は
、
新
地
域
支
援
事
業
（
介

護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
）
に
取
り
組
み
、

地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る
体
制
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま

す
。私

た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
験
を
も

と
に
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
行
政
や
自
治

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
共
に
、
あ
た

た
か
な
地
域
づ
く
り
活
動
への
参
画
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
会
員
増
強
運
動
は
、
５
年

計
画
の
４
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
声
か
け
や
体
験
型

の
勧
誘
に
加
え
、
自
治
会
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
う

な
ど
、
運
動
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
に
は
、
本
県
に
お
い
て
「
福
井
し
あ
わ
せ
元

気
国
体
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
感
動
を
広
め
、

未
来
へつ
な
が
る
国
体
を
実
現
す
る
た
め
に
、
県
民
が
一
体

と
な
っ
た
気
運
の
醸
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、「
の
ば
そ
う
！
健
康

寿
命
、担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
の
全
国
統
一メ
イ
ン
テ
ー

マ
を
踏
ま
え
、
県
を
は
じ
め
各
行
政
機
関
や
関
係
諸
団
体

の
協
力
・
支
援
を
得
な
が
ら
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

連
携
を
密
に
し
て
積
極
的
に
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

Ⅱ
．推
進
事
項

　
一、�

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」

の
推
進

　
一、�

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
「
新
地
域
支
援
活

動
」
への
参
画

　
一、�

健
康
寿
命
を
の
ば
す
「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
活
動
」
の
充
実

　
一、
消
費
者
被
害
防
止
に
向
け
た
活
動
の
実
践

　
一、�

高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度
の

確
立

　
一、�
国
体
に
向
け
た
「
宣
言
」
の
実
践
（
平
成
27
年

6
月
16
日　

会
長
会
議
に
お
い
て
採
択
）

Ⅲ
．事
業
実
施
計
画

　

1.　

�

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
及
び
介
護
予
防

推
進
事
業

　
　

①　

�

高
齢
者
健
康
・
生
き
が
い
講
座
事
業

　
　

②　

�

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

　
　

③　

�

高
齢
者
地
域
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

　
　

④　

�

健
康
づ
く
り
推
進
員
派
遣
事
業

　
　

⑤　

�

県
老
連
会
長
杯
公
式
ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会
事
業

　
　

⑥　

�

ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
参
加
活
動
事
業

　
　

⑦　

�

ラ
ジ
オ
体
操
・
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
及
び
体

力
測
定
の
推
進

　

2.　

高
齢
者
相
互
支
援
及
び
地
域

　
　
　

支
え
合
い
活
動
等
、
暮
ら
し
の
安
全
・

　
　
　

安
心
推
進
事
業

　
　

①　

友
愛
募
金
運
営
事
業

　
　

②　

お
年
寄
り
ふ
れ
あ
い
訪
問
事
業

　
　

③　

�「
新
地
域
支
援
事
業
」
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　
　

④　

防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
活
動
の
推
進

　
　

⑤　

子
ど
も
見
守
り
活
動
の
推
進

　

3.　

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
推
進
事
業

　
　

①　

�

老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
開
催
事
業

　
　
　
　
（
市
町
老
連
への
助
成
事
業
）

　
　

②　

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
事
業

　
　

③　

�

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
事
業

　
　
　
　
（
第
44
回
大
会
）

　
　

④　

全
老
連
等
研
修
会
参
加
事
業

　
　

⑤　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
参
加
事
業

　

4.　

会
員
増
強
・
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
取
り
組
み

　
　

①　

�

老
人
ク
ラ
ブ
「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」

～
年
間
１
ク
ラ
ブ
２
名
純
増
で
１
万
人
～
の
推
進

　
　

②　

会
員
純
増
ク
ラ
ブ
・
市
町
老
連
表
彰

平
成
29
年
度
事
業
計
画
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③　

活
動
賞
・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

5.　

広
報
活
動
推
進
事
業

　
　

①　

機
関
誌
「
福
井
県
老
連
」　

年
２
回
発
行

　
　

②　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営

　
　

　

6.　

全
国
運
動
・
全
国
共
通
目
標
の
取
り
組
み

　
　

①　

�

老
人
ク
ラ
ブ
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運

動
」
の
推
進

　
　

②　

�

新
地
域
支
援
事
業
への
取
り
組
み

　
　

③　

�

全
国
三
大
運
動
（
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
）
の

推
進

　
　

④
「
老
人
の
日
」「
老
人
週
間
」
の
取
り
組
み

　
　

⑤　

�

全
国
一斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取
り
組
み

　
　

⑥　

�

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
の

加
入
促
進

　
　

⑦　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及

　
　

�　

　

7.　

法
人
運
営

　
　

①　

役
員
会
等
の
開
催

　
　

②　

関
係
機
関
と
の
連
携

　
　

③　

予
算
及
び
事
業
執
行
方
針

役員紹介

顧 問

会 　 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

理 事

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

西 川 一 誠

八十島　幸　雄

板 谷　 悌 三

早　　　誠 紀

藤 本　澄 子

竹 中　　　弘

山 本　鐵 夫

伊 藤　俊 一

山 下　　　忠

淺 田　茂 吉

五十嵐   二三男

和 田　高 枝

相 木 正 勝

杉 本 哲 男

池　上   栄一郎

植 村 光 男

山 下 孝 之

湯 上 忠 明

中 島 正 昭

高 松 康 二

（福 井 県 知 事）

（ 越 前 市 ）

（ 福 井 市 ）

（ 小 浜 市 ）

（県老連女性委員長）

（ 敦 賀 市 ）

（ 大 野 市 ）

（ 勝 山 市 ）

（ 鯖 江 市 ）

（  あ わ ら 市  ）

（ 坂 井 市 ）

（  永 平 寺 町  ）

（ 池 田 町 ）

（  南 越 前 町  ）

（ 越 前 町 ）

（ 美 浜 町 ）

（ 高 浜 町 ）

（  お お い 町  ）

（ 若 狭 町 ）

（県社協専務理事）

常務理事

監 事

　 〃 　

田 中 喜 吉

廣 部 重 紀

森　　　茂 樹

（県老連事務局長）

（ 福 井 市 ）

（ 敦 賀 市 ）

評議員紹介

西 川 征 男
岩 本 康 久
今 田 一 榮
三 上 利 明
福 住 純 一
和   田　昭十四
三 田 幸 男
重 久 博 子
船 木 麻 央

（ 福 井 市 ）

（ 小 浜 市 ）

（ 坂 井 市 ）

（ 鯖 江 市 ）

（ 越 前 市 ）

（  永 平 寺 町  ）

（ 高 浜 町 ）

（県老連女性副委員長）

（県 長 寿 福 祉 課 長）

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の役員・評議員が決定しました！今年度の役員・評議員が決定しました！
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平成29年度　収支（損益）当初予算書

収
入
の
部

科　　　　目 当初予算額 附　　　　記
基本財産等運用益 213,000

分担金収入 7,317,000 国庫クラブ @7,000 円　　その他クラブ @1,000 円

受取補助金 15,584,000 1. 福井県老連事業補助金　2. 活動推進員助成　3. お年寄りふれあい訪問事業　
4. 高齢者元気活躍支援事業　5. 地域交流ウォーキング事業　6. スポーツ振興事業

受取負担金 1,685,000 参加者負担金（研修会参加等の参加者負担分）

受取寄付金 9,750,000 友愛募金

委　託　金 1,300,000 県社協・県健康管理協会委託金

雑　収　益 694,000 預金利息等

収　入　合　計 36,543,000

支
出
の
部

科　　　　目 当初予算額 附　　　　記

事　業　費

7,988,000 １．高齢者の健康づくり及び介護予防推進事業

10,656,000 ２．高齢者相互支援及び地域支え合い活動等、暮らしの安全・安心推進事業

5,013,000 ３．老人クラブ育成指導推進事業

914,000 ４．広報活動推進事業

14,124,000 事業費　共通経費

管　理　費 4,303,000

支　出　合　計 42,998,000

収支（損益）差額 △ 6,456,000

平成29年度　事業予定表　　（29年４月１日～30年３月31日）

月 日・曜日 県　老　連　関　係 日・曜日 全　老　連　・　他　団　体

5
12(金） 女性委員会 26(金） 女性代表者会議
16(火） 監事監査・第1回理事会
30(火） 第1回評議員会

6
2(金） 第2回理事会・表彰選考委員会 12(月)～13（火） 全国事務局長会議
15（木） 事務担当者連絡会議 19(月） 評議員会

20(火）～21(水） 東海・北陸ブロック局長会議(名古屋市)

7
13（木） 老人家庭相談員研修会（嶺南：敦賀） 6（木）～7(金） 東海・北陸ブロック研修会(岐阜県)
20（木） 老人家庭相談員研修会（嶺北：鯖江）

8 3（木）～4(金） 女性リーダーセミナー 8（火）～9（水） 都道府県指定都市老連中央セミナー

9

4（月） 表彰選考委員会 9（土）～12(火） 第30回全国健康福祉祭（秋田県）
予算要望 15(金） 老人の日「老人週間」15～21日

16(土） ふくい健康長寿祭2017
20(水） 全国一斉社会奉仕の日

10
5(木） 友愛募金運営委員会 18（水）～19(木） 全国老人クラブ大会（京都府）
25（水） 第44回県老人クラブ大会（勝山市）

11 17(金） 公式ワナゲ交流大会 16（木）～17(金） 第29回女性リーダーセミナー
12 4(月）～5(火） 全国老連会長会議

1
18(木） 第3回理事会 24(水）～25(木） 東海・北陸B/L会長局長会議(三重県)

31（水）～2/1（木）在宅福祉を支える友愛セミナー

2
20(火） 予算連絡会議 7（水） 全国老連局長会議

21(水）～23(金） 老人クラブ健康づくり中央セミナー

3
9(金） 第4回理事会 15(木） 評議員会
16(金） 第2回評議員会
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福井県老人クラブ

「1万人会員増強運動」の推進
～年間1クラブ2名純増で1万人～

　県老人クラブ連合会では、平成26年度から30年度までの5年間を運動期間として「1万人会員増強運動」
を推進しております。
老人クラブの役員をはじめ会員の皆様には、この間非会員への声掛けや勧誘活動等に積極的に取り組んで
いただいているところですが、平成28年度（３年次)の取り組み結果は、全体で会員数は前年度比2,101人減
の56,533人、クラブ数も15クラブ減の1,074クラブとなり、3年連続での減少になっております。
このように会員数が減少する中、越前市いきいきシニアクラブ連合会では、交流の場である『サロン』の開設
をとおして新規単位クラブの立ち上げや会員の増強活動に取り組み、21人増の成果をあげています。
また、単位クラブでは、県内62クラブが５人以上の増となっています。
会員増強運動も４年目に入っております。これまでの声かけや体験型の勧誘に加え、自治体と連携した取り
組みを行うなど運動を強化していただくようお願いいたします。
　　　　
　　　　　　　　　　　　①単位クラブはあと1人の加入増を　　　②休会・解散クラブの防止
　　　　　　　　　　　　③未結成地域に新規クラブを
今後の取り組みの重点

平成28年度 （3年次）会員増強運動結果　（クラブ数・会員数）

市 町 名
ク　　ラ　　ブ　　数 会　　　　員　　　　数　　　（人）

27 年度 28 年度 29 年度 29-28
増　減 27 年度 28 年度 29 年度 29-28

増　減
会員増強年
間目標数

福 井 市 198 191 181 − 10 9,870  9,334 8,802 − 532 + 404

敦 賀 市 100 96 96 0 5,153 4,876 4,747 − 129 + 200

小 浜 市 71 69 66 − 3 3,516 3,460 3,214 − 246 + 140

大 野 市 69 69 70 1 3,585 3,459 3,324 − 135 + 138

勝 山 市 44 42 42 0 1,986 1,807 1,762 − 45 + 94

鯖 江 市 86 81 78 − 3 4,111 3,853 3,695 − 158 + 184

あ わ ら 市 60 59 57 − 2 3,456 3,368 3,220 − 148 + 122

越 前 市 122 121 127 6 7,133 6,880 6,901 + 21 + 250

坂 井 市 88 87 84 − 3 5,068 4,929 4,624 − 305 + 182

永 平 寺 町 30 31 31 0 1,851 1,839 1,835 − 4 + 60

池 田 町 9 9 8 − 1 584 544 505 − 39 + 20

南 越 前 町 23 23 23 0 1,881 1,824 1,786 − 38 + 46

越 前 町 49 49 50 1 3,606 3,601 3,517 − 84 + 98

美 浜 町 32 30 29 − 1 2,084 1,943 1,840 − 103 + 64

高 浜 町 38 38 38 0 2,482 2,488 2,445 − 43 + 76

お お い 町 22 22 22 0 1,380 1,352 1,326 − 26 + 44

若 狭 町 72 72 72 0 3,083 3,077 2,990 − 87 + 142

計 1,113 1,089 1,074 − 15 60,829 58,634 56,533 − 2,101 + 2,264
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黄色点滅信号に
対する要望書提出

　今年５月に黄色点滅信号運用中の福井市花堂ベル前交差点を横断中の７２歳の男性

がはねられ死亡する事故が起きました。今年に入り７月５日時点で福井南警察署管内の

交通事故死亡者は６人、うち２名の方がこの交差点で亡くなっています。警察や交通安全

協会などが現地視察し再発防止策を話し合った結果、黄色点滅信号の時間帯を短くする

ことも提案されましたが、警察は現在のまま運用を続けることを決めました。

　「青信号と同じようにスピードを出す車が多く危険」「高齢者が道幅の広い道路を

安全に横断するのは難しい」といった地元住民からの声を受けて、７月２４日福井市花堂

地区にある３つの老人会の代表者３名（花堂南睦会・日向会会長 西川 征男氏、

花堂北睦会会長 野村 昭一氏、花堂南睦会副会長 伊部 正勝氏）が福井南警察署を訪れ、

午後９時以降押しボタン式の信号に切り替える事を提案する要望書を提出致しました。

　そして要望書を提出した直後の７月３０日にも 500ｍほど離れた江端町の信号で５４歳

の男性がはねられ大けがをしました。

　福井県警察本部は対応を検討した結果、事故現場の２つの信号について運用を見直す

方針を決めました。具体的には、花堂南にある信号は点滅信号の運用開始を午後９時

から午前０時に見直し時間を短縮、江端町の信号は点滅信号をやめて２４時間通常の

信号を運用となります。

　今回の老人クラブの活動が点滅信号の運用について考えさせるきっかけとなり、交通

事故を未然に防ぐ活動へとつながりました。

夕暮れ・夜間・早朝の歩行中におこる交通事故への対策

★

★

★

★
★

★
★

★

高齢者の交通事故を未然に防ぐ活動
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昭
和
45
年
か
ら
始
ま
っ
た
老
人
家
庭
相
談
員
制
度
。

老
人
家
庭
相
談
員
は
、
福
井
県
知
事
の
委
嘱
（
任
期
2

年
間
）
に
よ
り
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
1
名
設
置
さ
れ
、

在
宅
寝
た
き
り
・一
人
暮
し
・
要
援
護
高
齢
者
の
家
庭
を

訪
問
し
、
話
し
相
手
に
な
る
こ
と
を
基
本
に
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

７
月
に
県
下
２
ブ
ロッ
ク
（
嶺
南
・
嶺
北
）
で
老
人
家
庭

相
談
員
と
市
町
老
連
の
女
性
部
長
１
０
７
５
名
を
対
象
に

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
任
期
1
年
目
の

年
で
、
講
演
を
通
じ
て
地
域
に
お
け
る
老
人
家
庭
相
談
員

の
役
割
や
活
動
の
仕
方
に
つい
て
研
修
し
ま
し
た
。

【
開
催
日
と
会
場
・
対
象
者
数
】

　
　

７
月
13
日
（
木
）
嶺
南
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　

敦
賀
市
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�

対
象
者
：
３
２
１
名

　
　

７
月
20
日
（
木
）
嶺
北
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　

鯖
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�

対
象
者
：
７
５
４
名

【
内　

容
】

1. 

講　

演

（
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉
課　

課
長　

杉
本�

吉
弘�

氏
）

「
受
援
力
と
ご
近
助
力
を
包
む

　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り
の
結
び
目
と
し
て
」

　

助
け
を
求
め
て
い
る
人
は
な

か
な
か
「
助
け
て
」
が
言
い
づ
ら

い
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
否
定

的
で
も
い
い
の
で
関
心
を
持
つ
こ

と
か
ら
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
、
地
域
の
み
ん
な
で
問
題
を

考
え
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
、
み
ん
な
で
受
け
止
め
る
住

み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
行
い
、
そ
の
中
で
老
人
家
庭
相

談
員
が
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
役
目
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を

『
ご
近
助
物
語
』
を
通
し
て
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

2. 

D
V
D
学
習　
「
聴
く
喜
び　

話
す
喜
び
」

　

友
愛
活
動
で
訪
問
家
庭
への
実
際
の
訪
問
事
例
を
み
て
、

訪
問
時
の
ポ
イ
ン
ト
、
注
意
点
等
を
学
習
し
ま
し
た
。

3. 

「
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

最
新
の
オ
レ
オ
レ
詐

欺
、
高
額
医
療
費
の

還
付
金
詐
欺
の
手
口

と
そ
れ
に
対
す
る
対

策
編
を
寸
劇
形
式
で

行
い
、
詐
欺
へ
の
対
処

法
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
説
明
頂
き
ま
し

た
。
訪
問
先
や
地
域

で
詐
欺
被
害
者
を
発

見
し
た
時
の
対
応
や

相
談
窓
口
・
連
絡
先
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　

困
っ
た
時
に
は
一
人
で
悩
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
１
８
８
へ
ご
相
談

老
人
家
庭
相
談
員
研
修
会

県
老
連
事
業
報
告

（
4
月
〜
8
月
）

『
ご
近
助
物
語
』

軽
い
知
的
障
害
の
あ
る
「
わ
た
し
」
が
生
活
の
す
べ
て

を
支
え
て
い
た
父
の
入
院
を
き
っ
か
け
に
、
町
内
の
行

事
、
ゴ
ミ
捨
て
等
が
理
解
で
き
ず
地
域
の
中
で
問
題
と

な
っ
た
。
そ
ん
な
中
「
わ
た
し
」
に
声
を
か
け
地
域
の

み
ん
な
と
話
す
機
会
を
作
っ
て
く
れ
た
「
た
じ
ま
さ
ん
」。

地
域
の
み
ん
な
が
「
わ
た
し
」
の
障
害
を
理
解
し
手
助

け
し
役
割
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
地
域
の
一
員
と
し

て
く
れ
た
。

排
除
す
る
の
で
は
な
く
地
域
の
み
ん
な
で
支
え
合
う
こ

と
を
提
案
し
た
「
た
じ
ま
さ
ん
」
は
こ
の
地
域
の
老
人

家
庭
相
談
員
で
あ
り
、
助
け
を
求
め
て
い
る
人
と
地
域

と
を
結
ぶ
結
び
目
と
な
っ
て
い
る
。
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8
月
3
日
～
4
日
に
灰
屋
（
あ
わ
ら
市
）
に
お
い
て
、
市

町
老
連
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
31
名
が
参
加
し
、「
女

性
パ
ワ
ー
で
『
活
気
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
』
～
会
員
増
強
に

向
け
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
内　

容
】

1. 

講　

演
①

　
　
（
前　

石
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
長　

多
田�

正
徳�

氏
）

　
　
「
女
子
力
で
老
人
ク
ラ
ブ
も
大
き
く
変
わ
る
!!
」

　

現
在
、
会
員
の
６
割
強
が

女
性
。
世
界
の
女
性
の
教
育

水
準
も
上
が
り
、
社
会
が
女

性
の
力
を
求
め
る
よ
う
に
変

化
。

　

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
自

主
企
画
、
自
主
運
営
の
精
神
。

女
性
の
積
極
性
を
引
出
し
、

活
動
に
参
加
し
、
貴
重
な
体

験
を
積
む
こ
と
が
必
要
。
併
せ
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

責
務
は
何
よ
り
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
。

　
「
控
え
目
が
美
徳
で
あ
る
」
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
。

女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
「
後
年
・
若
手
・
女
性
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
役
員
構
成
」の
た
め
に
「
参
加
」
か
ら
「
参
画
」

を
目
指
す
こ
と
が
肝
要
。

　

平
均
寿
命
は
毎
年
伸
び
て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
健
康

寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
。
そ
れ
に
は
、

　
　

・
自
分
の
居
場
所
が
あ
る

　
　

・一緒
に
活
動
す
る
友
人
が
い
る

　
　

・�

社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
で
生
き
が
い
を
感

じ
る

　

行
政
の
保
護
中
心
の
施
策
で
は
高
齢
者
は
生
き
が
い
を

得
ら
れ
な
い
。「
生
き
が
い
」
と
は
、こ
れ
ま
で
の
「
趣
味
」

や
「
教
養
・
娯
楽
」
か
ら
「
社
会
参
加
」「
社
会
貢
献
」

への
転
換
で
あ
る
。

2. 

講　

演
②

（
夢
み
ら
い
館
・
さ
ば
え　

館
長　

奥
谷�

崇�

氏
）

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を
発
信
す
る

～
女
性
リ
ー
ダ
ー
へ
の
提
言
～
」

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
更
な
る
復
活・発
展・改
善
の
た
め
に

　
　

①�
老
人
ク
ラ
ブ
の
ダ
メ
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
る�⇒

�

改
善

　
　

②
老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を
見
つ
け
る�⇒

�

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

　
　

③�

マ
ン
ネ
リ
や
ボ
ス
に
依
存
し
な
い
で
、
偉
ぶ
ら
ず
、

威
張
ら
ず
、
や
る
気
を
も
っ
て
笑
顔
で
会
員
と
協

力
で
き
る
人
（
達
）
が
会
長
や
役
員
と
な
る�⇒

�

組
織
全
体
が
協
働
精
神
で
協
力
で
き
る

　
　

④�

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
意
識
の
向
上
充
実
を
図
る�⇒

�

人
任
せ
・
無
関
心
で
な
く
自
分
が
主
役
の
意
識
を

持
つ
。
参
加
か
ら
参
画
意
識
への
変
換
を
図
る
。

　
　

⑤�

地
域
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を
発
信
す
る�⇒

�

仲

間
を
募
り
勧
誘
す
る

　
　

⑥�

地
区
民
と
の
連
携
作
り�⇒

�

地
区
行
事
への
協
力
・

懇
親
交
流
・
研
修
会

��

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル��

で

の
活
動
強
化
を
図
り
、
問

題
意
識
を
共
有
し
合
う

　

Ｐ
：plan

計
画　

　

Ｄ
：do

行
動　

　

Ｃ
：�check

振
返
り
、

反
省　

　

Ａ
：action

改
善

3. 

分
散
会

　

4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
3
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

意
見
を
出
し
合
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る
ク
ラ
ブ
づ

く
り
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
選
択
テ
ー
マ
で
は
多

く
の
グ
ル
ー
プ
が
「
若
手
の
加
入
に
つ
い
て
」
を
選
択
し
話

し
合
い
ま
し
た
。

共
通
テ
ー
マ

　
「
活
気
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
つ
い
て
」

　

①
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
探
す

　
　

・
季
節
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
立
て
て
い
る

　
　

・
サ
ロ
ン
、
サ
ー
ク
ル
活
動
が
活
発

　
　

・�

単
位
ク
ラ
ブ
で
代
議
員
を
出
し
て
女
性
委
員
会
を

つ
く
り
話
し
合
って
い
る

　
　

・�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
発
足
し
い
つ
で
も
そ
こ
へ
行
く
と

身
体
を
動
か
せ
る

　
　

・
何
で
も
話
せ
る
相
談
で
き
る

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
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②
「
活
気
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
」
に
必
要
な
条
件

　
　

・
健
康
で
あ
る
こ
と

　
　

・
活
動
で
き
る
場
所

　
　

・
魅
力
あ
る
事
業
企
画

　
　

・
Ｐ
Ｒ
広
報
展
開

　
　

・
ク
ラ
ブ
員
の
声
を
き
く
こ
と

　
　

・一�人
が
声
高
に
叫
ぶ
の
で
は
な
く
一
人
一
人
の
心
の
中

に
参
画
の
意
識
を
持
つ

　

③
女
性
リ
ー
ダ
ー
に
で
き
る
こ
と
（
役
割
）

　
　

・�

人
任
せ
・
無
関
心
に
は
せ
ず
、
積
極
的
に
活
動
に

取
り
組
む

　
　

・
会
員
と
同
じ
目
線
で
企
画
す
る

選
択
テ
ー
マ
「
若
手
の
加
入
に
つ
い
て
」

　
　

・�

ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
も
再
就
職
で
な
か
な
か
活
動
に
参

加
で
き
な
い
、
個
人
情
報
の
問
題
で
年
齢
が
分
か

ら
な
い
等
の
問
題
が
あ
る
。
長
期
的
に
考
え
て
い

く
必
要
あ
り

　
　

・�

直
接
若
手
の
人
に
今
の

老
人
会
に
何
が
足
り
な

い
か
聞
い
て
、
若
手
に

先
に
立
っ
て
行
動
し
て

も
ら
う

　
　

・「�

役
員
に
な
る
と
大
変
」

「
若
い
人
が
い
な
い
」

な
ど
マ
イ
ナ
ス
面
を
出
す
の
で
は
な
く
、
楽
し
い

面
を
出
し
て
す
す
め
て
い
く

　
7
月
6
日
～
7
日
、
岐
阜
県
高
山
市
の
「
高
山
グ
リ
ー

ン
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
平
成
29
年
度
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東

海
北
陸
ブ
ロッ
ク
6
県
・
1
指
定
都
市
か
ら
１
７
７
名
が
参

加
し
、
本
県
か
ら
は
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
全
老
連
参
事�

岡
本�

ま
ゆ
み
氏
よ
り
「
高
齢
者

を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
」、「
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動・

行
動
提
案
」、「
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
の
活
用
」「
よ
り
よ

い
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
の
た
め
に
」
に
つ
い
て
基
調
報
告
が
行

わ
れ
た
後
、
飛
騨
千
光
寺
住
職
で
臨
床
宗
教
師
と
し
て
も

活
動
さ
れ
て
い
る
大
下�

大
圓
師
が「
大
楽
に
生
き
る
ワ
ザ
」

と
い
う
演
題
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
「
ク
ラ
ブ
の
復
活
又
は
新
設
さ
れ
た
事

例
」
と
し
て
八
十
島�

幸
雄
県
老
連
会
長
が

行
政
と
協
力
し
て
取

り
組
ん
だ
活
動
内
容

に
つ
い
て
発
表
い
た
し

ま
し
た
。
発
表
さ
れ

た
内
容
は
次
頁
の
と

お
り
で
す
。

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

自分が所属するクラブの自己点検をしてみましょう！

□��自治会や他団体との連携はできていますか？
□��地域や自治会主催の行事に参画していますか？
□��従来方式にとらわれず活動や運営方法に柔軟性がありますか？
□��若手や女性を積極的に登用して後継リーダーを養成していますか？
□��活動を会員はもとより非会員や地域にPRしていますか？
□��体験参加を呼びかける活動はいくつありますか？
□��会員全体で地域の未加入者に勧誘活動をしていますか？
□��リーダーの役割分担、会員の協力体制は十分ですか？
□��会員の意向を把握していますか？
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1．いきいきシニアクラブ連合会の現況
　　会　員　数　６,９０１名　�(H28年　6,880名 )
　　単位クラブ　１２７クラブ　(H28年　121クラブ )
　　内３０名以上　１１３クラブ

２．新地域支援事業への参画
　いきいきシニアクラブ連合会も越前市（行
政）からの要請に応じ、平成 27 年 10月
から「越前市介護予防・生活支援サービ
ス協議体」に参画しています。
　協議体の中では、互助の強化が期待さ
れる越前市（行政）の「つどい」と、い
きいきシニアクラブ連合会の「サロン」の
充実をはかり、地域とともに進めて行くとい
う方向性が出されました。
　いきいきシニアクラブ連合会の中では、
サロンは会員のための介護予防や生きが
いづくりの場であり、会員以外の参加には
難色を示す者もいました。
　しかし、介護予防は地域の高齢者の
方々にとって大切なことでもあり、いきいき
シニアクラブ連合会も協力し、同時に会員
増強につなげていくべきとの結論になりました。
　進めるにあたっては、運営、経費面について行政側に支援を求
めました。
　また、会員以外のサロンの参加者には地元クラブの会員になるよ
う、地域からの呼びかけの協力をお願いしました。

３．「つどい」を支えてくれる関係者との合同会議
　越前市（行政）主催で、いきいきシニアクラブ連合会も協力して
年１回、「つどい」と「サロン」の関係者（講師や団体の担当者）
による合同会議を開催しています。
　会議では、講師や団体担当者とサロンの内容や日程等の調整を
行い年間スケジュールを決めています。
会議の参加者は、午前と午後の２回で４００名を超えます。

◎越前市（行政）からの、「つどい」開催に係る助成
　　イ、年間12回以上開催　　　　　　　　��60,000円
　　ロ、加算１（24回以上）
　　　　　　高齢者が100人未満　　　　　　36,000円
　　　　　　高齢者が100人以上　　　　　　60,000円
　　ハ、加算２（子供と一緒に活動を年６回以上）
　　　　　　高齢者が100人未満　　　　　　48,000円
　　　　　　高齢者が100人以上　　　　　　60,000円

◎越前市（行政）からの、会員拡大に係る支援
　　イ、新規単位クラブ設立
　　　　　　　20名以上　　　　　　　　　　30,000円
　　　　　　　15名以上19名まで　　　　　20,000円
　　ロ、新会員増数に助成（ただしサロンに参加のこと）
　　　　　　　30名以上　　　　　　　　　　30,000円
　　　　　　　20名以上　　　　　　　　　　20,000円
　　　　　　　16名～19名　　　　　　　　15,000円
　　　　　　　10名～15名　　　　　　　　10,000円
　　　　　　　　５名～���９名　　　　　　　　　5,000円
　　　　　　　　３名～���４名　　　　　　　　　3,000円
　　　　　　　��１名～���２名��１名につき　　　　　500円

合同会議

サロン

１．いきいきシニアクラブ連合会の現況
　　会　員　数　６,９０１名　(Ｈ28年　６,８８０名 )
　　組　　　織　会長１、副会長５、理事18、顧問１
　　単位クラブ　１２７クラブ　(Ｈ28年　１２１クラブ )
　　　　　　　　　　　内30名以上　１１３クラブ

新地域支援事業への参画で新規クラブ結成
―サロン活動をとおして介護予防と仲間づくりー

福井県老人クラブ連合会　会長
越前市いきいきシニアクラブ連合会　会長　八十島　幸雄

事例発表

行政からの支援
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No 内　容 事業所名

1

健康講話

越前市社会福祉協議会地域包括支援センター

2 しくら地域包括サブセンター

3 あいの樹地域包括サブセンター

4 地域包括サブセンターメゾンいまだて

5 地域包括サブセンター和上苑

6 地域包括サブセンター丹南きらめき

7

音楽療法

介護予防教室

天　勝　まゆみ

8 上　島　由　美

9 黒　川　洋　子

10 齊　藤　京　子

11 野　瀬　千　晶

12

運動

介護予防教室

(株)エル・ローズ　スポーツクラブ　ルネッス越前

13 NPO 法人　生涯体育学習振興機構

14 NPO 法人　福祉医療等連携交流協会

15 NPO 法人　ライフスタイル研究所

16 (有)ほっとリハビリシステムズ

17 口腔介護予防教室 歯科衛生士　代表　田畑　絵子

18 栄養介護予防教室 福井県栄養士会

19 薬の話介護予防教室 丹南センター薬局　薬剤師　加藤　守男

20 市政出前講座 秘書広報課

21 交通安全の話 越前警察署　交通課

22 特殊詐欺被害防止の話 越前警察署　生活安全課

23 救急講話 南越消防組合

24 防火講話 南越消防組合

25 悪質商法対策 越前市消費者センター

26 年金、相続、税金、
金融経済等の出前講座 福井県金融広報委員会出前講座

27 ほくでんエネルギー 北陸電力丹南支社

28 手芸、折り紙等趣味講師 越前市シルバー人材センター

29 ハーモニカの演奏 ハーモニカの郵便屋さん

30 かみしばい 西岡　義勝

４．単位クラブの立ち上げは同時に
　 サロンの開設
◎新規クラブ立ち上げについて

　新規に町内会長になられた方が、自町
内の高齢化率の高さに驚き、また、老人
会の組織もなくて町内の支え合い活動に
不安を覚えたと、シニアクラブの組織づく
りについて相談に見えられました。
いろいろ説明しお話しした結果、町内会
長に自らクラブ会長を引き受けていただい
て単位クラブを立ち上げ、サロンも同時に
開設しました。
　このことがきっかけとなり、いきいきシニ
アクラブ連合会の地区会長のリードのも
と、同地区内の自治振興会の協力も得
て５単位クラブが次 と々誕生し（北府二
丁目ひまわりクラブ、北府四丁目笑和会、
蓬莱寿会、天寿会、府中二丁目長寿会）、
同時にサロンも開設されました。
◎休会クラブの復活について

　ある単位クラブが、５年前にリーダー不
在で休会になりました。休会になったクラブ
の会員より、スポーツ大会やニュースポー
ツ競技に参加したいとの希望がよせられ、
いきいきシニアクラブ連合会においてクラ
ブの復活に努めましたが、なかなか話が
進まず２年が経過してしまいました。
　今回の「つどい」の開設を進める中で、
町内会長のご理解をいただき、リーダー
候補者を紹介してもらい、その方に対して
行政の担当者、町内会長、いきいきシニ
アクラブ連合会とで協力をお願いし、本年４月ようやく再スタートすることが出来ました。サロンの開設も順
次進めています。
　休会のクラブ立ち上げには難しいものがありました。
５．これからの取り組みについて
　越前市内の「つどい」（サロンも含む）は、平成２９年４月現在で１９８箇所設置されており、内１４０
箇所において年１２回以上開催されています。
　これからは全町内に１箇所のサロンの開設が望ましいと考えており、今後とも行政側と将来に向けて話
し合いを重ねながら、会員と共にサロンを育てるとともに、サロンの開設をとおして新規単位クラブの立ち
上げや会員の増強を図ってまいりたいと考えています。

「つどい」「サロン」の関係者
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～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～

会長　八十島　幸雄

就任のごあいさつ
一般財団法人 福井県老人クラブ連合会

　平成29年６月、県老人クラブ連合会の役員改選に伴いまして、会長に就任いたしました。会員

の皆様には、日頃から県老人クラブ連合会の事業推進につきまして格別のご理解、ご協力をい

ただきまして厚くお礼申し上げます。

　老人クラブはこれまで地域の一員として健康づくりや友愛活動、生きがい活動などを通じ地域づくりを目指し取り

組んでまいりました。

　介護保険制度が改正され、平成27年度から３年間において要支援者への介護サービスの一部が各市町の事業へ

移行され、新地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合事業）として取り組んでいくことになっております。

　既に、多様な交流の場である｢サロン｣の開設などが市町の新地域支援事業として認められ活動しているところもあ

ります。

　実施計画の取りまとめがこれからの市町では、その協議の場に市町老連が積極的に参画して老人クラブが行う事

業（活動）について理解を求め、提案していくことが重要となっております。

　老人クラブが高齢者の在宅生活を支える事業に取り組むことにより、老人クラブ活動への理解が進み、｢１万人会

員増強運動｣の推進につながるものと考えております。

　今後とも、皆様方のご支援、ご協力をお願い申し上げますとともに、ますますご健康でご活躍されますことをご祈念

しまして就任のあいさつといたします。

目  次
　会長就任のあいさつ
　事業計画・役員紹介・予算・事業予定
　「1万人会員増強運動」の推進（H28年度結果）
　高齢者の交通事故を未然に防ぐ活動
 　　

……………………………1
………2～4

…5
…………6

県老連事業報告
　　・老人家庭相談員研修会
　　・女性リーダーセミナー
　　・東海北陸ブロック
　　  老人クラブリーダー研修会
悪質業者は高齢者を狙っている!!　

……………………………7～11

……………12

悪質業者は高齢者を狙っている！！
振り込め詐欺や悪質業者から身を守りましょう！

必要なければ、慌てず、はっきり
「いりません！」「お断りします」と伝え、電話を切りましょう！

儲け
話に
は

興味
あり
ませ
ん！

覚えがなければ

頼んでいません！

困ったときには一人で悩まず☎１８８（いやや）へご相談ください。

福井県消費生活センター
☎（0776）22－1102

嶺南消費生活センター
☎（0770）52－7830
嶺南センターは第3日曜日は休館

お金の話が出たら まず断って！

平成28年度相談より

「おかしいな」「困ったな」と思ったら、まずは消費生活センターへご相談ください

必要ないものは
いりません！

〇自宅に突然電話がかかってき
て、「電話代が安くなります」「イ
ンターネットが今より安くでき
ます」などと言って勧誘され、
とりあえず考えてみるつもりで
「はい」と答えたら契約が成立
してしまった。翌日解約しよう
と電話をしたが連絡がつかず、
電話代は安くならなかった。

〇近所で安くパンや日用品など
を配っているというので出かけ
ると、健康に関する楽しい話が
聞けた。毎日通っているうちに、
高額な健康器具や健康食品を勧
められ、今までいろいろ貰って
いたし、断り切れず購入してし
まった。

〇携帯電話に、覚えのない請求
のメールが突然届いた。「財産
を差し押さえる」「裁判になる」
などと書かれていてとても怖
い。確認したいと思い電話をし
たら、高額な請求を受けた。
しつこいので支払ったら、次々
請求が来るようになった。　

〇見慣れない商品が部屋の中に増えていないか。
〇お金に困っているような様子はないか。
〇あまり出かけない人が頻繁に外出したり、電話の
　頻度が増えたりしていないか。
〇見慣れない業者の出入りや、名刺・パンフレット
　などがないか。　

見守りポイント
〇「おかしいな？」と思ったら、本人に確認する。
〇消費者トラブルのようだと感じたら、本人ととも
　に消費生活センターに相談する。
〇気づいた時点ですぐに相談する。　

気づいた時の対処法


